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日常生活活動 CActivitiesof Daily Living : 
ADL)の評価は、老研式活動能力指標(古谷
野ら，1987)T阻 Glndex of Compe胎nceを
用いた。抑うつ状態の評価は、日本版高齢者



















































性別 (人) 男性 39 (37.1%) 女性 日目 (62.9%) 
平均年齢(歯) ， 
70.6，4.1 
男性 76.5土3.6 女性 70.6" 4.4 
記儒者 (人) あり 72 (68.5帖) なし 33 (31.4%) 
同居者 (人) あり 86 (81.9同) なL 19 (18.1見)
職業 (人) あり 27 (25.7弘) なし 78 (74.3拍)
日DS (人) 碩向島り 24 (22.6世) 傾向な L 81 (77.1%) 
ADL (人) 高い 102 (97.1%) :低い 3 (2.9唱)
2)糖尿病に関連した対象者の特性
ヘモグロビン AIC (調査日より 6ヶ月遡っ
て得られた値の平均)は、平均 7.4土1.4(範囲
5~ 11.5)mg/ dlであった。発症年齢は平均
56.4:t 10 (範囲 32~71) 歳であり、擢患年
数は平均 14.3士9.5(範囲 1~43) 年、その
うち 15年未満は62人(59.0%)、15年以上は
43人(41.0%)で、あった。BlV宜は平均23.3士4.1

































































































































































り平均 1775.8士 427.0(範囲 876kcal~ 
3334)kcalであった。指示カロリーに対する
摂取カロリーの比((摂取 Cal一指示カロ Cal)/ 




































































































全体 105 11.15土 2.01
;伝-'語学……… ; s〈2-9〉 ! " ………… T4O:33土 6:43*
;高い森川...."'rio量(97:ijl........ . ...............T45:7á~4: i9 川 130:04土 3.96





Mean:l: SD r 
.0.1 





















































な L 78 (74.3) 30.27土 29.09
本人 71 (67.6) 33.28土 30.63
調理担当者ト……".'..e 叩 ト...."...~...ヤ叩 v 一戸""~…一… …一
本入品丹 34 (32.4) 26.35土 24.01
うつ傾向あり i 24(22.6) 36.46:1 37.43 
GDS い…一一一……ムー'""""，~.…ムー……一一一……
うつ傾向な L i 81(77.1) 29.74:125.51 
t且い辞 3(2.9) 17.33土 5.52*
通 ~'lI'r前川……治l百7:1)"T"'31.6ir:i:~2ï'î:' ii仁川
7.0以下 i 49(46.7) 33.41土 35.78
町内川町 一…一…...[.._-吋山川町山…ι…一抽…一“一一品川 川
;7.1以上 56(53.3) 28.96:1 20.88 
24以下 73(69.5) 28.48土 25.68
25以上 … j…副30.5)+ 州以:4:8
1経口血糠降下剤 71(83.7) 31.10土 26目29
イジ川沿芯… i5(i沿r十 25.20土弘治
薬物療法 ;併用 ………川Ui:fi)..1 必.00:118.41 
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